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(57)【要約】
【課題】　生体情報測定システムにおいて、受信機の消
費電力を低減すること。
【解決手段】　送信機１０１は、被測定者１００の心拍
を検出して所定時間当たりの心拍数を算出し、メモリ１
１６に記憶された状態テーブルを参照して、スイッチ１
０３の設定状態及び電源１０４の状態に応じた送信間隔
で、心拍情報及び送信間隔情報を含む心拍情報信号を無
線送信する。受信機２０１は、送信機１０１からの心拍
情報信号を、前記心拍情報信号に含まれる送信間隔情報
に同期する受信タイミングで受信し、前記心拍情報信号
に含まれる心拍の情報を表示部２０５によって表示する
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定者の生体信号を検出し、前記生体信号に対応する生体情報を含む生体情報信号を
所定間隔で無線送信する送信機と、前記受信機によって受信した前記生体情報信号に含ま
れる生体情報を表す通知を行う受信機とを有する生体情報測定システムにおいて、
　前記送信機は、前記被測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力するセンサ
手段と、前記生体情報に、該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した信号を前
記生体情報信号として送信する送信手段を有し、
　前記受信機は、前記生体情報信号を受信する受信手段と、前記生体情報信号に含まれる
前記送信間隔情報に基づいて前記受信手段の受信間隔を設定する制御手段と、前記受信手
段によって受信した生体情報信号に基づいて前記被測定者の生体情報を表す通知を行う通
知手段とを備えて成ることを特徴とする生体情報測定システム。
【請求項２】
　前記送信機は、前記生体情報信号の送信間隔を設定する送信間隔設定手段を有し、前記
送信手段は、前記送信間隔設定手段によって設定した送信間隔で前記生体情報信号を送信
することを特徴とする請求項１記載の生体情報測定システム。
【請求項３】
　前記送信機は、前記送信間隔設定手段として、外部操作によって前記送信間隔を設定可
能な操作手段及び前記送信機用電源の状態を検出して前記電源の状態に応じた送信間隔を
設定する送信機電源状態検出手段の少なくとも１つを備えて成ることを特徴とする請求項
２記載の生体情報測定システム。
【請求項４】
　前記送信間隔設定手段として少なくとも前記送信機電源状態検出手段を有する場合にお
いて、前記送信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記送信機電源状態検出手段が
検出して送信間隔を設定する場合、前記送信機電源状態検出手段による送信間隔設定を最
優先に行うことを特徴とする請求項３記載の生体情報測定システム。
【請求項５】
　前記送信機の送信手段は、複数種類の送信間隔で前記生体情報信号を送信し、
　前記受信機は、前記受信手段の受信間隔を設定する受信間隔設定手段を有し、前記受信
手段は前記受信間隔設定手段によって設定された受信間隔に同期する送信間隔で送信され
る前記生体情報信号を受信し、前記通知手段は該受信した生体情報信号に基づいて前記被
測定者の生体情報を表す通知を行うことを特徴とする請求項１記載の生体情報測定システ
ム。
【請求項６】
　前記受信間隔設定手段は、前記受信間隔を設定可能な操作手段、受信機用電源の状態を
検出して前記電源の状態に応じた受信間隔を設定する受信機電源状態検出手段、及び、受
信機側に設けられた計時手段の動作モードを検出し前記計時手段の動作モードに応じた受
信間隔に設定するモード検出手段の中の少なくとも１つを備えて成ることを特徴とする請
求項５記載の生体情報測定システム。
【請求項７】
　前記受信間隔設定手段として少なくとも前記受信機電源状態検出手段を有する場合にお
いて、前記受信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記受信機電源状態検出手段が
検出して受信間隔を設定する場合、前記受信機電源状態検出手段による受信間隔設定を最
優先に行うことを特徴とする請求項６記載の生体情報測定システム。
【請求項８】
　被測定者の生体信号を検出し、前記生体信号に対応する生体情報を含む生体情報信号を
所定間隔で無線送信する生体情報測定用送信機において、
　前記被測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力するセンサ手段と、前記生
体情報に、該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した信号を前記生体情報信号
として送信する送信手段とを備えて成ることを特徴とする生体情報測定用送信機。
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【請求項９】
　前記生体情報信号の送信間隔を設定する送信間隔設定手段を有し、前記送信手段は、前
記送信間隔設定手段によって設定した送信間隔で前記生体情報信号を送信することを特徴
とする請求項８記載の生体情報測定用送信機。
【請求項１０】
　前記送信間隔設定手段として、外部操作によって前記送信間隔を設定可能な操作手段及
び前記送信機用電源の状態を検出して前記電源の状態に応じた送信間隔を設定する送信機
電源状態検出手段の少なくとも１つを備えて成ることを特徴とする請求項９記載の生体情
報測定用送信機。
【請求項１１】
　前記送信間隔設定手段として少なくとも前記送信機電源状態検出手段を有する場合にお
いて、前記送信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記送信機電源状態検出手段が
検出して送信間隔を設定する場合、前記送信機電源状態検出手段による送信間隔設定を最
優先に行うことを特徴とする請求項１０記載の生体情報測定用送信機。
【請求項１２】
　前記送信手段は、複数種類の送信間隔で前記生体情報信号を送信することを特徴とする
請求項８乃至１１のいずれか一に記載の生体情報測定用送信機。
【請求項１３】
　被測定者の生体情報及び該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を含む生体情報信号
を受信して、前記被測定者の生体情報を表す通知を行う生体情報測定用受信機において、
　前記生体情報信号を受信する受信手段と、前記生体情報信号に含まれる送信間隔情報に
基づいて前記受信手段の受信間隔を設定する制御手段と、前記受信手段によって受信した
生体情報信号に基づいて前記被測定者の生体情報を表す通知を行う通知手段とを備えて成
ることを特徴とする生体情報測定用受信機。
【請求項１４】
　前記受信手段の受信間隔を設定する受信間隔設定手段を有し、前記受信手段は前記受信
間隔設定手段によって設定された受信間隔に同期する送信間隔で送信される前記生体情報
信号を受信し、前記通知手段は該受信した生体情報信号に基づいて前記被測定者の生体情
報を表す通知を行うことを特徴とする請求項１３記載の生体情報測定用受信機。
【請求項１５】
　前記受信間隔設定手段は、前記受信間隔を設定可能な操作手段、受信機用電源の状態を
検出して前記電源の状態に応じた受信間隔を設定する受信機電源状態検出手段、及び、受
信機側に設けられた計時手段の動作モードを検出し前記計時手段の動作モードに応じた受
信間隔に設定するモード検出手段の中の少なくとも１つを備えて成ることを特徴とする請
求項１４記載の生体情報測定用受信機。
【請求項１６】
　前記受信間隔設定手段として少なくとも前記受信機電源状態検出手段を有する場合にお
いて、前記受信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記受信機電源状態検出手段が
検出して受信間隔を設定する場合、前記受信機電源状態検出手段による受信間隔設定を最
優先に行うことを特徴とする請求項１５記載の生体情報測定用受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信機側で測定した被測定者の生体情報を受信機側に送信し、前記受信機側
で前記生体情報を表す通知を行うようにした生体情報測定システム、前記生体情報測定シ
ステムに使用する生体情報測定用送信機及び生体情報測定用受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、心拍、脈拍、あるいは歩数等の被測定者の生体情報を測定する携帯型の生体
情報測定システムが開発されている。
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　例えば、前記生体情報測定システムの一種である心拍測定システムにおいては、一般に
、使用者の心拍を検出して前記心拍に関する情報信号である心拍情報信号を無線送信する
送信機と、前記送信機から前記心拍情報信号を受信して心拍数の表示等を行う受信機とを
有し、前記送信機及び受信機の少なくとも一方を使用者が携帯して使用するように構成さ
れている。
【０００３】
　特許文献１記載の心拍モニタシステムにおいては、送信機は被測定者の胸部に装着した
センサによって心拍を検出して心拍情報信号を無線送信し、腕時計型の受信機によって前
記心拍情報信号を受信して心拍数の表示等を行うように構成されている。これにより、被
測定者は、自己の腕に装着した腕時計型の受信機の表示によって自己の心拍数等を常時知
ることができる。
【０００４】
　前記特許文献１記載の心拍モニタシステムにおいては、送信機及び受信機は携帯用であ
るため、電源として電池が使用されることになる。送信機は胸部に装着するため比較的大
きい形状であっても実用上問題ないので、消費電力が大きい場合でも容量の大きい大型の
電池を使用することが可能である。
【０００５】
　しかしながら、受信機は腕時計程度の大きさの小型な装置であるため、消費電力大きい
場合でも、容量の大きい大型の電池は使用できない。したがって、受信機が小型で消費電
力も大きい場合でも、容量の小さい小型の電池を使用せざるを得ず、受信機の電池寿命が
短くなり、電池交換（二次電池の場合には充電）を頻繁に行わなければならないという問
題がある。
　この問題は、心拍を測定するシステムのみならず、脈拍計等の各種の生体情報を測定す
るシステムにおいても同様である。
【０００６】
【特許文献１】特開平５－１６８６０４号公報（段落〔０００６〕～〔００４１〕及び図
１～図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、生体情報測定システムにおいて、受信機の消費電力を低減することを課題と
している。
　また、本発明は、前記生体情報測定システムの構築に適した生体情報測定用送信機、生
体情報測定用受信機を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、被測定者の生体信号を検出し、前記生体信号に対応する生体情報を含
む生体情報信号を所定間隔で無線送信する送信機と、前記受信機によって受信した前記生
体情報信号に含まれる生体情報を表す通知を行う受信機とを有する生体情報測定システム
において、前記送信機は、前記被測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力す
るセンサ手段と、前記生体情報に、該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した
信号を前記生体情報信号として送信する送信手段を有し、前記受信機は、前記生体情報信
号を受信する受信手段と、前記生体情報信号に含まれる前記送信間隔情報に基づいて前記
受信手段の受信間隔を設定する制御手段と、前記受信手段によって受信した生体情報信号
に基づいて前記被測定者の生体情報を表す通知を行う通知手段とを備えて成ることを特徴
とする生体情報測定システムが提供される。
【０００９】
　送信機側では、センサ手段は被測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力し
、送信手段は前記生体情報に該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した信号を
前記生体情報信号として送信する。受信機側では、制御手段は前記生体情報信号に含まれ
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る前記送信間隔情報に基づいて受信手段の受信間隔を設定し、前記受信手段は前記生体情
報信号を受信し、通知手段は前記受信手段によって受信した生体情報信号に基づいて前記
被測定者の生体情報を表す通知を行う。
【００１０】
　ここで、前記送信機は、前記生体情報信号の送信間隔を設定する送信間隔設定手段を有
し、前記送信手段は、前記送信間隔設定手段によって設定した送信間隔で前記生体情報信
号を送信するように構成してもよい。
　また、前記送信機は、前記送信間隔設定手段として、外部操作によって前記送信間隔を
設定可能な操作手段及び前記送信機用電源の状態を検出して前記電源の状態に応じた送信
間隔を設定する送信機電源状態検出手段の少なくとも１つを備えて成るように構成しても
よい。
【００１１】
　また、前記送信間隔設定手段として少なくとも前記送信機電源状態検出手段を有する場
合において、前記送信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記送信機電源状態検出
手段が検出して送信間隔を設定する場合、前記送信機電源状態検出手段による送信間隔設
定を最優先に行うように構成してもよい。
【００１２】
　また、前記送信機の送信手段は、複数種類の送信間隔で前記生体情報信号を送信し、前
記受信機は、前記受信手段の受信間隔を設定する受信間隔設定手段を有し、前記受信手段
は前記受信間隔設定手段によって設定された受信間隔に同期する送信間隔で送信される前
記生体情報信号を受信し、前記通知手段は該受信した生体情報信号に基づいて前記被測定
者の生体情報を表す通知を行うように構成してもよい。
【００１３】
　また、前記受信間隔設定手段は、前記受信間隔を設定可能な操作手段、受信機用電源の
状態を検出して前記電源の状態に応じた受信間隔を設定する受信機電源状態検出手段、及
び、受信機側に設けられた計時手段の動作モードを検出し前記計時手段の動作モードに応
じた受信間隔に設定するモード検出手段の中の少なくとも１つを備えて成るように構成し
てもよい。
【００１４】
　また、前記受信間隔設定手段として少なくとも前記受信機電源状態検出手段を有する場
合において、前記受信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記受信機電源状態検出
手段が検出して受信間隔を設定する場合、前記受信機電源状態検出手段による受信間隔設
定を最優先に行うように構成してもよい。
【００１５】
　また、本発明によれば、被測定者の生体信号を検出し、前記生体信号に対応する生体情
報を含む生体情報信号を所定間隔で無線送信する生体情報測定用送信機において、前記被
測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力するセンサ手段と、前記生体情報に
、該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した信号を前記生体情報信号として送
信する送信手段とを備えて成ることを特徴とする生体情報測定用送信機が提供される。
　センサ手段は被測定者の生体信号を検出して対応する生体情報を出力し、送信手段は前
記生体情報に該生体情報の送信間隔を表す送信間隔情報を付加した信号を生体情報信号と
して送信する。
【００１６】
　ここで、前記生体情報信号の送信間隔を設定する送信間隔設定手段を有し、前記送信手
段は、前記送信間隔設定手段によって設定した送信間隔で前記生体情報信号を送信するよ
うに構成してもよい。
　また、前記送信間隔設定手段として、外部操作によって前記送信間隔を設定可能な操作
手段及び前記送信機用電源の状態を検出して前記電源の状態に応じた送信間隔を設定する
送信機電源状態検出手段の少なくとも１つを備えて成るように構成してもよい。
【００１７】
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　また、前記送信間隔設定手段として少なくとも前記送信機電源状態検出手段を有する場
合において、前記送信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記送信機電源状態検出
手段が検出して送信間隔を設定する場合、前記送信機電源状態検出手段による送信間隔設
定を最優先に行うように構成してもよい。
　また、前記送信手段は、複数種類の送信間隔で前記生体情報信号を送信するように構成
してもよい。
【００１８】
　また、本発明によれば、被測定者の生体情報及び該生体情報の送信間隔を表す送信間隔
情報を含む生体情報信号を受信して、前記被測定者の生体情報を表す通知を行う生体情報
測定用受信機において、前記生体情報信号を受信する受信手段と、前記生体情報信号に含
まれる送信間隔情報に基づいて前記受信手段の受信間隔を設定する制御手段と、前記受信
手段によって受信した生体情報信号に基づいて前記被測定者の生体情報を表す通知を行う
通知手段とを備えて成ることを特徴とする生体情報測定用受信機が提供される。
　制御手段は生体情報信号に含まれる送信間隔情報に基づいて受信手段の受信間隔を設定
し、受信手段は生体情報信号を受信し、通知手段は前記受信手段によって受信した生体情
報信号に基づいて前記被測定者の生体情報を表す通知を行う。
【００１９】
　ここで、前記受信手段の受信間隔を設定する受信間隔設定手段を有し、前記受信手段は
前記受信間隔設定手段によって設定された受信間隔に同期する送信間隔で送信される前記
生体情報信号を受信し、前記通知手段は該受信した生体情報信号に基づいて前記被測定者
の生体情報を表す通知を行うように構成してもよい。
【００２０】
　また、前記受信間隔設定手段は、前記受信間隔を設定可能な操作手段、受信機用電源の
状態を検出して前記電源の状態に応じた受信間隔を設定する受信機電源状態検出手段、及
び、受信機側に設けられた計時手段の動作モードを検出し前記計時手段の動作モードに応
じた受信間隔に設定するモード検出手段の中の少なくとも１つを備えて成るように構成し
てもよい。
【００２１】
　また、前記受信間隔設定手段として少なくとも前記受信機電源状態検出手段を有する場
合において、前記受信機用電源が所定電圧以下に低下したことを前記受信機電源状態検出
手段が検出して受信間隔を設定する場合、前記受信機電源状態検出手段による受信間隔設
定を最優先に行うように構成してもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る生体情報測定システムによれば、受信機を低消費電力化することが可能に
なる。
　また、本発明によれば、前記生体情報測定システムの構築に適した生体情報測定用送信
機、生体情報測定用受信機を提供することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態に係る生体情報測定システム、生体情報測定用送信機及び生
体情報測定用受信機について説明する。
　尚、本実施の形態では、生体情報測定システムとして、心拍を検出して心拍情報信号を
無線送信する心拍計本体（生体情報測定用送信機）を、チェストベルトで使用者の胸に圧
接した状態で装着し、腕時計型受信機（生体情報測定用受信機）を用いて、前記心拍計本
体からの心拍情報信号を前記腕時計型受信機によって受信して、心拍数を通知するように
した携帯型心拍測定システムの例を挙げている。
【００２４】
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る心拍測定システムのブロック図である。
　図１において、心拍測定システムは、生体信号である被測定者１００の心拍を検出して
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、前記心拍の情報を表す心拍情報（生体情報）と該心拍情報を送信する送信間隔情報とを
含む心拍情報信号（生体情報信号）を送信する生体情報測定用送信機としての送信機１０
１と、送信機１０１からの心拍情報信号を、前記心拍情報信号に含まれる送信間隔に同期
するタイミングで受信する生体情報測定用受信機としての受信機２０１とを備えている。
【００２５】
　送信機１０１はチェストベルト（図示せず）に一体的に装着されており、被測定者１０
０の胸に装着して使用される。受信機２０１は、腕時計型の外形を有し、被測定者１００
の腕に装着して使用される。送信機１０１と受信機２０１との間で通信が可能なように構
成されており、無線（例えば、電磁誘導）によって、送信機１０１から受信機２０１に対
して、心拍情報信号の片方向送信が行われる。
【００２６】
　送信機１０１は被測定者１００の心拍を検出し、単位時間当たりの心拍数に相当する心
拍情報に送信間隔情報を付加した心拍情報信号を、前記送信間隔で受信機２０１に送信す
る。受信機２０１では、前記送信間隔に同期するタイミングデ前記心拍情報信号を受信し
、心拍情報である心拍数の表示等の通知を行うように構成されている。
【００２７】
　送信機１０１は、心拍信号を検出する毎に前記心拍信号に対応する矩形波のパルス信号
を出力する心拍検出部１０２、心拍情報の送信間隔を設定するためのスイッチ１０３、送
信機１０１の各回路要素に駆動電力を供給するための電源１０４、電源１０４の情況（例
えば電圧）を検出して、電源１０４の情況を通知する電源状態検出部１０５、心拍検出部
１０２からの前記パルス信号を計数して単位時間当たりの心拍数である心拍情報を生成す
ると共に前記心拍情報を送信する送信間隔を表す送信間隔情報を付加した心拍情報信号を
生成し、前記心拍情報信号を前記送信間隔で出力する処理部１０６、処理部１０６からの
心拍情報信号を変調して外部に送信するための送信部１０７、送信部１０７からの信号を
無線によって外部に送信するアンテナ１０８を備えている。
【００２８】
　電源１０４は、一次電池あるいは二次電池のいずれも使用可能である。
　心拍検出部１０２は、被測定者１００の心拍信号を検出して出力するセンサである心拍
入力部１０９、心拍入力部１０９からの心拍信号を矩形波の検出パルス信号に波形制して
出力する心拍信号生成部１１０を備えている。
【００２９】
　処理部１０６は、心拍検出部１０２からの検出パルス信号をカウンタ１１２によって計
数して単位時間当たりの心拍数を算出し、該心拍数を心拍情報としてメモリ１１３に記憶
しシリアル形式の心拍情報として出力する心拍数データ生成部１１１、心拍数データ生成
部１１１からの心拍情報に送信間隔情報を付加して図３の心拍情報信号を生成する送信デ
ータ生成部１１４、メモリ１１６に図２の状態テーブルを記憶すると共に設定された送信
タイミングで前記心拍情報信号を出力するように心拍数データ生成部１１１及び送信デー
タ生成部１１４に送信タイミング制御信号を供給して制御する送信タイミング発生部１１
５を備えている。
【００３０】
　図２において、メモリ１１６に記憶された状態テーブルには、項目として、スイッチ１
０３の状態（オン又はオフ）、電源１０４の状態（電源状態が正常であることを示す電源
状態正常、電源が電圧が所定値以下であることを示す電源電圧低下）、送信間隔を表すデ
ータ（第１タイミングを表す「２」、第２タイミングを表す「６０」）、送信タイミング
（第１タイミング（２秒間隔）又は第２タイミング（６０秒間隔））が含まれている。送
信間隔は、前記電源部状態を最優先して決定するように構成されており、電源１０４の電
源電圧が所定電圧以下の状態の場合、スイッチ１０３の状態がオン、オフのいずれの場合
でも、送信タイミングは、消費電力を抑えるために、送信間隔が長い第２タイミングに設
定するように構成されている。
【００３１】
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　詳細な動作は後述するが、送信機１０１は、被測定者１００の心拍を検出して所定時間
当たりの心拍数を算出し、メモリ１１６に記憶された図２の状態テーブルを参照して、ス
イッチ１０３の設定状態及び電源１０４の状態に応じた送信間隔で、心拍数情報及び送信
間隔情報を含む図３の生体情報信号を無線送信する。
　尚、心拍検出部１０２はセンサ手段を構成し、処理部１０６、送信部１０７及びアンテ
ナ１０８は送信手段を構成し、スイッチ１０３及び電源状態検出部１０５は送信間隔設定
手段を構成している。また、スイッチ１０３は操作手段を構成し、電源状態検出部１０５
は送信機電源状態検出手段を構成している。
【００３２】
　一方、受信機２０１は、アンテナ２０２、アンテナ２０２で受信した心拍情報信号を復
調して出力する受信部２０３、受信部２０３によって受信した心拍情報信号に含まれる心
拍情報を抽出して出力すると共に前記心拍情報信号に含まれる送信間隔情報に同期するよ
うに受信部２０３の受信タイミングを制御する処理部２０４、処理部２０４からの心拍情
報を表すように表示を行う表示部２０５を備えている。
【００３３】
　処理部２０４は、受信部２０３からの心拍情報信号から心拍情報と送信間隔情報を抽出
してシリアルデータ信号に変換する受信データ生成部２０６、受信データ生成部２０６か
らの心拍情報を表示データ生成部２０８に出力すると共に送信間隔情報を判定して受信タ
イミングを設定するための受信タイミング設定信号を受信タイミング発生部２０９に出力
する受信データ判定部２０７、受信データ判定部２０７からの心拍情報を表示可能な信号
形式に変換して表示部２０５に出力する表示データ生成部２０８、受信データ判定部２０
７からの受信タイミング設定信号に応じて、図４に示すような受信タイミングで受信部２
０３の受信間隔を制御する受信タイミング発生部２０９を備えている。
【００３４】
　詳細な動作は後述するが、受信機２０１は、送信機１０１からの心拍情報信号を、前記
心拍情報信号に含まれる送信間隔情報に同期する受信タイミングで受信し、前記心拍情報
信号に含まれる心拍情報を表すように表示部２０５によって表示する。
　尚、アンテナ２０２及び受信部２０３は受信手段を構成し、処理部２０４は制御手段を
構成し、表示部２０５は通知手段を構成している。
　図５は、送信機１０１の処理を示すフローチャートである。また、図６、図７は、受信
機２０１の処理を示すフローチャートである。
【００３５】
　以下、図１～図７を参照して、本発明の第１の実施の形態の動作を説明する。
　心拍入力部１０９が被測定者１００の生体信号である心拍信号を検出して出力する（図
５のステップＳ５０１）。
　心拍信号生成部１１０が心拍入力部１０９から心拍信号が入力されていないと判断した
場合（ステップＳ５０２）、送信タイミング発生部１１５は、送信タイミングが発生して
いないと判断すると（ステップＳ５０３）、メモリ１１６に記憶した図２の状態テーブル
を参照して、スイッチ１０３の状態及び電源状態検出部１０５による電源１０４の検出状
態に基づいて、送信タイミングを設定して処理ステップＳ５０１に戻る（ステップＳ５０
４、Ｓ５０５）。
【００３６】
　心拍信号生成部１１０は、処理ステップＳ５０２において、心拍入力部１０９から心拍
信号が入力されたと判断した場合には、心拍信号カウンタ１１２の計数値に１を加算して
（ステップＳ５０６）、処理ステップＳ５０３に移行する（ステップＳ５０６）。
　以上のようにして、送信タイミングが到来するまでの送信間隔の間は、心拍信号の計数
動作と送信タイミングの設定動作を繰り返す。
　送信タイミング発生部１１５は、処理ステップＳ５０３において、送信タイミングが到
来したと判断すると、心拍数データ生成部１１１に対して送信タイミング信号を出力する
。
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【００３７】
　心拍数データ生成部１１１は、前記送信タイミング信号に応答して、カウンタ１１２の
計数値に基づいて所定時間当たりの心拍数である心拍情報を生成し、前記心拍情報をメモ
リ１１３に記憶すると共に送信データ生成部１１４に出力した後（ステップＳ５０７）、
心拍信号カウンタ１１２をクリアする（ステップＳ５０８）。
　これと同時に、送信データ生成部１１４は、前記送信タイミング信号に応答して、心拍
数データ生成部１１１から入力された心拍情報に、送信タイミング発生部１１５が設定し
た送信間隔情報を付加して、図３の心拍情報信号を生成し、該心拍情報信号を送信部１０
７に出力する（ステップＳ５０９）。
　送信部１０７はアンテナ１０８を介して、前記心拍情報信号を外部へ無線送信する（ス
テップＳ５１０）。
【００３８】
　一方、受信機２０１側では、受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３の受信動作
を制御するための受信開始信号をオンにして受信部２０３に受信動作を行わせる（図６の
ステップＳ６０１）。このとき、受信タイミング発生部２０９は、送信機１０１からの最
初の信号を受信するまでは送信機１０１からの送信タイミングが不明のため、送信機１０
１から最初の信号を受信するまでの間は受信部２０３が受信動作を継続するように制御す
る。
【００３９】
　受信部２０３は、アンテナ２０２を介して前記心拍情報信号を受信すると、前記心拍情
報信号を復調して受信データ生成部２０６に出力する（ステップＳ６０２）。受信データ
生成部２０６は、受信部２０３からの心拍情報信号に含まれる心拍情報と送信間隔情報（
図４参照）をシリアルデータ信号に変換して、受信データ判定部２０７及び受信タイミン
グ発生部２０９に出力する（ステップＳ６０３）。
　受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３からの信号に応答して、受信開始信号を
オフにして受信部２０３への電源供給を停止して、受信部２０３の受信動作を停止させる
（ステップＳ６０４）。これにより、受信部２０３の電力消費がなくなる。
【００４０】
　受信データ判定部２０７は、前記送信間隔情報から送信間隔を判定し（ステップＳ６０
５）、受信タイミング発生部２０９は、次回の受信間隔を、受信データ判定部２０７が判
定した送信間隔に同期する受信間隔に設定する（ステップＳ６０６）。
　たとえば、図４に示すように、送信間隔情報が「２」の場合には受信タイミングを第１
タイミング（受信タイミングが２秒間隔）、送信間隔情報が「６０」の場合には受信タイ
ミングを第２タイミング（受信タイミングが６０秒間隔）に設定する。
【００４１】
　受信タイミング発生部２０９は、前記設定した受信タイミングで受信部２０３に間欠的
に所定時間電源供給して、受信部２０３に対して前記受信間隔で間欠的に受信動作を行わ
せ、送信機１０１からの心拍情報信号を受信する。これにより、受信部２０３は、送信機
１０１側の送信タイミングに同期するタイミングで間欠的に受信動作を行って、前記心拍
情報信号を受信する。
　表示データ生成部２０８は、受信データ判定部２０７から心拍情報が入力されると、心
拍情報に対応する心拍数を表示するための表示信号を生成し（ステップＳ６０７）、表示
部２０５は前記表示信号に対応する心拍数を表示する（ステップＳ６０８）。
【００４２】
　次に、受信タイミング発生部２０９は、受信タイミングが到来したと判断すると（図７
のステップＳ６０９）、受信部２０３の受信動作を制御するための受信開始信号をオンに
して受信部２０３に受信動作を行わせる（ステップＳ６１０）。
　受信部２０３は、アンテナ２０２を介して前記心拍情報信号を受信すると、前記心拍情
報信号を復調して受信データ生成部２０６に出力する（ステップＳ６１１）。受信データ
生成部２０６は、受信部２０３からの心拍情報信号に含まれる心拍情報と送信間隔情報（
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図４参照）をシリアルデータ信号に変換して、受信データ生成部２０６及び受信タイミン
グ発生部２０９に出力する（ステップＳ６１２）。
【００４３】
　受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３からの信号に応答して、受信開始信号を
オフにして受信部２０３への電源供給を停止して、受信部２０３の受信動作を停止させる
（ステップＳ６１３）。
　受信データ判定部２０７は、前記送信間隔情報から送信間隔を判定し（ステップＳ６１
４）、受信タイミング発生部２０９は、次回の受信間隔を、受信データ判定部２０７が判
定した送信間隔に一致する受信間隔に設定する（ステップＳ６１５）。
【００４４】
　受信タイミング発生部２０９は、前記設定した受信タイミングで受信部２０３に所定時
間電源供給して、受信部２０３に受信動作を行わせ、送信機１０１からの心拍情報信号を
受信する。これにより、受信部２０３は、送信機１０１側の送信タイミングに同期するタ
イミングで受信動作を行って、前記心拍情報信号を受信する。
　表示データ生成部２０８は、受信データ判定部２０７から心拍情報が入力されると、前
記心拍数を表示するための表示信号を生成し（ステップＳ６１６）、表示部２０５は前記
表示信号に対応する心拍数を表示した後（ステップＳ６１７）、処理ステップＳ６０９に
戻って前記処理を繰り返す。これにより、受信部２０３は、送信機１０１の心拍情報信号
送信タイミングに同期して間欠的に動作し、前記心拍情報信号を受信し、表示部２０５に
心拍数が所定間隔で更新表示される。
【００４５】
　以上述べたように、本第１の実施の形態に係る心拍測定システムによれば、送信機１０
１側では、被測定者１００の心拍信号（生体信号）を検出して所定時間当たりの心拍数を
算出し、メモリ１１６に記憶された図２の状態テーブルを参照して、スイッチ１０３の設
定状態及び電源１０４の状態に応じた送信間隔で、心拍情報（生体情報）及び送信間隔情
報を含む図３の心拍情報信号（生体情報信号）を無線送信し、その一方、受信機２０１側
では、送信機１０１からの心拍情報信号（生体情報信号）を、前記心拍情報信号（生体情
報信号）に含まれる送信間隔情報に同期する受信タイミングで受信し、前記心拍情報信号
（生体情報信号）に含まれる心拍情報（生体情報）を表すように表示部２０５によって表
示するようにしている。
【００４６】
　したがって、送信機１０１からの心拍情報信号（生体情報信号）を受信機２０１によっ
て受信する場合、受信機２０１の受信動作を間欠的に行うことが可能になるので、受信機
２０１側を低消費電力化することが可能になる。
　よって、受信機２０１側を低消費電力化可能な心拍測定システムが提供できる。また、
心拍測定システムの構築に適した送信機１０１、受信機２０１を提供することが可能にな
る。
【００４７】
　図８は、本発明の第２の実施の形態に係る生体情報測定システムのブロック図で、前記
第１の実施の形態と同様に心拍測定システムの例を示しており、図１と同一機能を有する
部分には同一符号（同一機能を有する部分が複数ある場合には符号ａ、ｂを付して区別す
る。）を付している。
　前記第１の実施の形態では、受信機が生体情報信号を受信するタイミングを、送信機側
で設定するように構成したが、本第２の実施の形態では、生体情報信号を受信するタイミ
ングを受信機側で設定するように構成している。以下、主として前記第１の実施の形態と
相違する部分について説明する。
【００４８】
　図８において、心拍測定システムは、生体信号である被測定者１００の心拍振動を検出
して、前記心拍信号の情報を表す心拍情報（生体情報）と該心拍情報を送信する送信間隔
情報とを含む心拍情報信号（生体情報信号）を、相互に異なる複数の送信間隔で送信する
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生体情報測定用送信機としての送信機１０１と、送信機１０１から複数の間隔で送信され
てくる心拍情報信号を、どの送信間隔で送信されてくる心拍情報信号を受信するかを決定
し、当該決定した間隔で送信されてくる心拍情報信号に同期するタイミングで該心拍情報
信号を受信する生体情報測定用受信機としての受信機２０１とを備えている。
【００４９】
　送信機１０１の処理部１０６は、心拍検出部１０２からの検出パルス信号を第１心拍信
号カウンタ１１２ａによって単位時間当たりの心拍数を算出し、該心拍数を心拍情報とし
て第１メモリ１１３ａに記憶しシリアル形式の心拍情報として出力する第１心拍数データ
生成部１１１ａ、第１心拍数データ生成部１１１ａからの心拍情報に送信間隔情報を付加
して図１０の第１心拍情報信号を生成する第１送信データ生成部１１４ａを備えている。
【００５０】
　また、送信機１０１の処理部１０６は、心拍検出部１０２からの検出パルス信号を第２
心拍信号カウンタ１１２ｂによって単位時間当たりの心拍数を算出し、該心拍数を心拍情
報として第２メモリ１１３ｂに記憶しシリアル形式の心拍情報として出力する第２心拍数
データ生成部１１１ｂ、第２心拍数データ生成部１１１ｂからの心拍情報に送信間隔情報
を付加して図１１の第２心拍数情報信号を生成する第２送信データ生成部１１４ｂを備え
ている。
【００５１】
　また、送信機１０１の処理部１０６は、メモリ１１６に図９の送信タイミングテーブル
を記憶すると共に、第１送信タイミング（本実施の形態では２秒間隔）で第１心拍数デー
タ生成部１１１ａ及び第１送信データ生成部１１４ａを制御して心拍情報信号を送信する
ように制御すると共に、第２送信タイミング（本実施の形態では６０秒間隔）で第２心拍
数データ生成部１１１ｂ及び第２送信データ生成部１１４ｂを制御して心拍情報信号を送
信するように制御する送信タイミング発生部１１５を備えている。
　図９において、メモリ１１６に記憶されたテーブルには、送信タイミング（第１タイミ
ングは２秒間隔、第２タイミングは６０秒間隔）及び送信間隔を表すデータが含まれてい
る。
【００５２】
　詳細な動作は後述するが、送信機１０１側では、被測定者１００の心拍を検出して所定
時間当たりの心拍数を算出し、送信タイミング発生部１１５は、メモリ１１６に記憶され
た図２の状態テーブルを参照して、心拍数データ生成部１１１ａ及び送信データ生成部１
１４ａによって生成した図１０の第１心拍数情報信号を第１の送信間隔（本実施の形態で
は２秒間隔）で送信し又、心拍数データ生成部１１１ｂ及び送信データ生成部１１４ｂに
よって生成した図１１の第２心拍数情報信号を第２の送信間隔（本実施の形態では６０秒
間隔）で送信するように、送信タイミング発生部１１５が送信タイミングを制御する。
【００５３】
　図１２は、送信機１０１が生態情報信号を送信するときのタイミング図である。
　図１２において、送信機１０１は、第１生体情報信号は第１送信間隔（例えば２秒間隔
）で送信し、第２生体情報信号は第２送信間隔（例えば６０秒間隔）で送信するように構
成している。第１送信間隔と第２送信間隔のズレは、第１送信間隔よりも短い値に設定さ
れている。
【００５４】
　一方、受信機２０１は、スイッチ１０３、受信機２０１の各構成要素に駆動電力を供給
する電源１０４、電源１０４の電源電圧等の電源状態を検出する電源状態検出部１０５、
時計動作を行う計時手段８０２、計時手段が設定されているモード（例えばアプリケーシ
ョン状態の一種であるストップウオッチモード）を検出するモード検出部８０３、計時手
段のモードを設定する操作部８０４を備えている。
　電源１０４は、一次電池あるいは二次電池のいずれも使用可能である。
【００５５】
　また、受信タイミング発生部２０９は図１３の状態テーブルを記憶するメモリ８０１を
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有している。図１３の状態テーブルには、項目として、電源１０４の電源状態（電圧が正
常かあるいは所定電圧以下かを示す状態）、スイッチ１０３の状態（オン状態、オフ状態
、不問）、計時手段８０２のモードを示すアプリケーション状態（不問、時刻を計時する
モードである通常モード、ストップウオッチ動作を行う運動中モード）、受信間隔（第１
受信間隔は２秒間隔、第２受信間隔は６０秒間隔）が対応付けて設けられている。
【００５６】
　本第２の実施の形態では、電源１０４の状態を最優先に考慮して受信間隔を設定するよ
うにしている。即ち、図１３の状態テーブルに示すように、スイッチ１０３等の受信間隔
を設定するための他のパラメータがいかなる状態であっても、電源１０４の電圧が所定値
以下に低下した場合には、受信間隔を最大の受信間隔（第２受信間隔６０秒）に設定する
ように構成している。これにより、電源１０４の電力残量が少なくなった場合でも、消費
電力を抑制して、より長く使用することが可能になるようにしている。
【００５７】
　詳細な動作は後述するが、受信機２０１は、スイッチ１０３や電源１０４の状態あるい
は計時手段８０２の動作モードに基づいて受信間隔を選定し、送信機１０１から複数の送
信間隔で送信される心拍情報信号中のいずれかの送信間隔で送信されてくる心拍情報信号
に同期する受信タイミングで受信し、前記心拍情報信号に含まれる心拍情報を表示部２０
５によって表示する。
【００５８】
　尚、スイッチ１０３、電源状態検出部１０５、時計モード検出部８０３及び操作部８０
４は受信間隔設定手段を構成している。また、スイッチ１０３は操作手段、電源状態検出
部１０５は受信機電源状態検出手段、時計モード検出手段８０３はモード検出手段を構成
している。
　図１４は送信機１０１の処理を示すフローチャートで又、図１５～図１７は受信機２０
１の処理を示すフローチャートである。
【００５９】
　以下、図８～図１７を参照して、本発明の第２の実施の形態の動作を説明する。
　心拍入力部１０９が被測定者１００の心拍信号を検出して出力する（ステップＳ７０１
）。
　心拍信号生成部１１０が、心拍入力部１０９から心拍信号が入力されていないと判断し
た場合（ステップＳ７０２）、送信タイミング発生部１１５は、第１送信タイミングが到
来していないと判断すると（ステップＳ７０３）、第２送信タイミングが到来していない
か否かを判断する（ステップＳ７０４）。
【００６０】
　送信タイミング発生部１１５は、処理ステップＳ７０４において、第２送信タイミング
が到来してないと判断すると処理ステップＳ７０１に戻り、第２送信タイミングが到来し
たと判断すると、第２心拍データ生成部１１１ｂが第２心拍信号カウンタ１１２ｂの計数
値に基づいて第２心拍情報を生成するように制御すると共に前記計数値である心拍数をメ
モリ１１３ｂに記憶した後（ステップＳ７０５）、第２心拍信号カウンタ１１２ｂの計数
値をクリアし（ステップＳ７０６）、第２心拍数情報に第２送信間隔情報を付加して図１
１に示す第２心拍情報信号を出力するように制御する（ステップＳ７０７）。
【００６１】
　送信部１０７は、第２心拍情報信号（第２送信データ）を、アンテナ１０８を介して無
線送信した後に処理ステップＳ７０１に戻る（ステップＳ７０８）。
　心拍信号生成部１１０は、処理ステップＳ７０２において、心拍入力部１０９から心拍
信号が入力されたと判断した場合には、第１、第２心拍信号カウンタ１１２ａ、ｂの計数
値に各々１を加算して、処理ステップＳ７０３に移行する（ステップＳ７０９）。
　送信タイミング発生部１１５は、処理ステップＳ７０３において、第１送信タイミング
が到来したと判断すると、第１心拍数データ生成部１１１ａに対して送信タイミング信号
を出力する。
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【００６２】
　第１心拍数データ生成部１１１ａは、前記送信タイミング信号に応答して、カウンタ１
１２ａの計数値に基づいて所定時間当たりの心拍数である心拍情報を生成し、前記心拍情
報をメモリ１１３ａに記憶すると共に第１送信データ生成部１１４ａに出力した後（ステ
ップＳ７１０）、第１心拍信号カウンタ１１２ａをクリアする（ステップＳ７１１）。
　送信データ生成部１１４は、前記送信タイミング信号に応答して、第１心拍数データ生
成部１１１から入力された心拍情報に、送信タイミング発生部１１５が設定した送信間隔
情報を付加して、図１０の心拍数情報信号を生成し、該心拍数情報信号を送信部１０７に
出力する（ステップＳ７１２）。
【００６３】
　送信部１０７はアンテナ１０８を介して、第１心拍数情報信号（第１送信データ）を受
信機２０１へ無線送信した後、処理ステップＳ７０１に戻る（ステップＳ７１３）。送信
機１０１は前記処理を繰り返して、複数の送信間隔で心拍数情報信号を送信する。
　以上のようにして、送信機１０１は、図１２に示す送信間隔で、第１、第２心拍情報信
号を送信する。
【００６４】
　一方、受信機２０１側では、受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３の受信動作
を制御するための受信開始信号をオンにして受信部２０３に受信動作を行わせる（図１５
のステップＳ８０１）。このとき、受信タイミング発生部２０９は、送信機１０１からの
最初の信号を受信するまでは送信機１０１からの送信タイミングが不明のため、送信機１
０１から最初の信号を受信するまでの間は受信部２０３が受信動作を継続するように制御
する。
【００６５】
　受信部２０３は、アンテナ２０２を介して前記心拍情報信号を受信すると、前記心拍情
報信号を復調して受信データ生成部２０６に出力する（ステップＳ８０２）。受信データ
生成部２０６は、受信部２０３からの心拍情報信号に含まれる心拍情報と送信間隔情報（
図１０、図１１参照）をシリアルデータ信号に変換して、受信データ判定部２０７及び受
信タイミング発生部２０９に出力する（ステップＳ８０３）。
　受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３からの信号に応答して、受信開始信号を
オフにして受信部２０３への電源供給を停止して、受信部２０３の受信動作を停止させる
（ステップＳ８０４）。
【００６６】
　次に、受信タイミング発生部２０９は、電源状態検出部１０５の検出による電源１０４
の状態、スイッチ１０３の状態及びアプリケーション状態（本実施の形態では時計モード
検出手段８０３が検出した計時手段８０２のモード）を検出し（ステップＳ８０５）、メ
モリ８０１に記憶した図１３の状態テーブルを参照して、次回の受信間隔を前記各状態に
対応する受信間隔に設定する（ステップＳ８０６）。
【００６７】
　受信データ判定部２０７は、受信した前記送信間隔情報から送信間隔を判定し（ステッ
プＳ８０７）、受信タイミング発生部２０９は、送信間隔情報と前記設定した受信間隔が
一致するか否かを判断し（ステップＳ８０８）、一致しない場合には処理ステップＳ８０
１に戻って前記処理をやり直し、一致する場合には、送信機１０１側の送信動作と受信機
２０１側の受信動作が同期したと判断して、表示データ生成部２０８は、受信データ判定
部２０７から心拍情報が入力されると、前記心拍情報を表示するための表示信号を生成し
（ステップＳ８０９）、表示部２０５は前記表示信号に対応する心拍数を表示する（ステ
ップＳ８１０）。
【００６８】
　次に、受信タイミング発生部２０９は、スイッチ１０３の状態、電源状態検出部１０５
の検出による電源１０４の状態、及び、アプリケーション状態を検出する（ステップＳ８
１１）。
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　受信タイミング発生部２０９は、メモリ８０１に記憶した図１３の状態テーブルを参照
して、前記各状態の結果に対応する受信間隔を判別し、受信間隔の変更が必要か否かを判
断する（ステップＳ８１２）。
【００６９】
　受信タイミング発生部２０９は、処理ステップＳ８１１において受信間隔の変更が必要
と判断した場合には処理ステップＳ８０１に戻り、受信間隔の変更が不要と判断した場合
には受信タイミングが到来したか否かを判断し（ステップＳ８１３）、受信タイミングが
到来していなければ処理ステップＳ８１１へ戻って状態検出を行い、受信タイミングが到
来（受信タイミングが発生）したと判断すると、受信部２０３の受信動作を制御するため
の受信開始信号をオンにし、受信部２０３に電源供給して受信動作を行わせる（ステップ
Ｓ８１４）。
【００７０】
　受信部２０３は、アンテナ２０２を介して前記心拍情報信号を受信すると、前記心拍情
報信号を復調して受信データ生成部２０６に出力する（ステップＳ８１５）。
　受信データ生成部２０６は、受信部２０３からの心拍情報信号に含まれる心拍情報と送
信間隔情報をシリアルデータ信号に変換して、受信データ判定部２０７及び受信タイミン
グ発生部２０９に出力する（ステップＳ８１６）。
　受信タイミング発生部２０９は、受信部２０３からの信号に応答して、受信開始信号を
オフにして受信部２０３への電源供給を停止して、受信部２０３の受信動作を停止させる
（ステップＳ８１７）。
【００７１】
　受信データ判定部２０７は、前記送信間隔情報から送信間隔を判定し（ステップＳ８１
８）、受信タイミング発生部２０９は、受信した送信間隔情報と受信間隔が一致するか否
かを判断し（ステップＳ８１９）、一致していない場合には処理ステップＳ８０１に移行
し、一致する場合には、表示データ生成部２０８は、受信データ判定部２０７から心拍情
報が入力されると、前記心拍情報を表示するための表示信号を生成し（ステップＳ８２０
）、表示部２０５は前記表示信号に対応する心拍数を表示した後（ステップＳ８２１）、
処理ステップＳ８１１に戻って前記処理を繰り返す。
【００７２】
　以上述べたように、本第２の実施の形態に係る心拍測定システムによれば、送信機１０
１側では、被測定者１００の心拍信号（生体信号）を検出して所定時間当たりの心拍数（
生体信号数）を算出し、心拍情報（生体情報）及び送信間隔情報を含む心拍情報信号（生
体情報信号）を、複数の送信間隔で送信し、受信機２０１側では、操作スイッチ１０３や
電池の電源電圧等の状態に応じて、受信間隔を前記いずれかの送信間隔に同期する間隔に
設定して、前記心拍情報信号（生体情報信号）を受信するように構成している。
【００７３】
　したがって、前記第１の実施の形態と同様に、送信機１０１からの心拍情報信号（生体
情報信号）を受信機２０１によって受信する場合、受信機２０１の受信動作を間欠的に行
うことが可能になるので、受信機２０１側を低消費電力化することが可能になる。よって
、受信機２０１側を低消費電力化可能な心拍測定システム（生体情報測定ステム）が提供
できる。また、心拍測定システム（生体情報測定システム）の構築に適した送信機１０１
、受信機２０１を提供することが可能になる。
【００７４】
　また、受信機２０１では、スイッチ１０３等の受信間隔を設定するための他のパラメー
タがいかなる状態であっても、その電源１０４の電圧が所定値以下に低下している場合に
は、受信間隔を最大の間隔に設定している。このように、受信間隔を設定するための複数
のパラメータのうち、電源１０４の状態を最優先のパラメータとしているため、受信機２
０１側の電源１０４の電力残量が少なくなった場合でも、より長く使用することが可能に
なる。
【００７５】
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　尚、前記実施の形態は、心拍を測定する心拍測定システムの例で説明したが、脈拍や歩
数等、各種の生体情報を測定する生体情報測定システムに適用することが可能である。ま
た、送信機及び受信機の少なくとも一方を被測定者が携帯して使用する構成の携帯型生体
情報測定システムに利用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　心拍測定システムのみならず、脈拍、歩行等の生体情報を測定する生体情報測定システ
ムをはじめとして、送信機及び受信機の少なくとも一方を使用者が携帯して使用する構成
の携帯型生体情報測定システムに利用可能である。また、これらのシステムに使用する送
信機、受信機として利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る心拍計システムのブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態で使用する状態テーブルである。
【図３】本発明の第１の実施の形態で使用する心拍数情報信号のフォーマットを示す図で
ある。
【図４】本発明の第１の実施の形態における受信タイミングを示す図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る心拍計システムのブロック図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に使用する送信タイミングテーブルである。
【図１０】本発明の第２の実施の形態で使用する第１心拍数情報信号のフォーマットを示
す図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態で使用する第２心拍数情報信号のフォーマットを示
す図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態におけるタイミング図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態で使用する状態テーブルである。
【図１４】本発明の第２の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の第２の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の第２の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の第２の実施の形態における処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７８】
１００・・・被測定者
１０１・・・送信機
１０２・・・センサ手段を構成する心拍検出部
１０３・・・操作手段、送信間隔設定手段、受信間隔設定手段を構成するスイッチ
１０４・・・電源
１０５・・・送信機電源状態検出手段、送信間隔設定手段、受信機電源状態検出手段、受
信間隔設定手段を構成する電源状態検出部
１０６・・・送信手段を構成する処理部
１０７・・・送信手段を構成する送信部
１０８・・・送信手段を構成するアンテナ
１０９・・・心拍入力部
１１０・・・心拍信号生成部
１１１・・・心拍数データ生成部
１１２・・・カウンタ
１１３、１１６、８０１・・・メモリ
１１４・・・送信データ生成部
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１１５・・・送信タイミング発生部
２０１・・・受信機
２０２・・・受信手段を構成するアンテナ
２０３・・・受信手段を構成する受信部
２０４・・・制御手段を構成する処理部
２０５・・・通知手段を構成する表示部
２０６・・・受信データ生成部
２０７・・・受信データ判定部
２０８・・・表示データ生成部
２０９・・・受信タイミング発生部
８０２・・・計時手段
８０３・・・受信間隔設定手段及びモード検出手段を構成する時計モード検出部
８０４・・・受信間隔設定手段を構成する操作部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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